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●
敷
設
が
遅
れ
た
今
治
の
鉄
道

　
明
治
二
十
年
代
に
敷
設
工
事
が
進
ん
だ
広
島
県
・
芸
備
地

方
の
山
陽
鉄
道
に
対
し
（
同
二
十
四
年
十
一
月
／
尾
道
駅
開

業
）、
香
川
・
愛
媛
の
県
都
を
連
絡
す
る
鉄
道
の
敷
設
は
遅

れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
海
上
交
通
の
利
便
性
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）

年
に
越
智
・
野
間
郡
有
志
ら
に
よ
っ
て
今
治
・
松
山
間
の
私

設
鉄
道
敷
設
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、こ
れ
が
後
に
多
度
津
・

松
山
を
連
絡
す
る
四
国
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
な
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
測
量
を
実
施
す
る
も
出
資
が
予
定
額
に
満

た
ず
、
同
社
は
同
三
十
一
年
に
解
散
へ
と
至
り
ま
す
。

　
紆
余
曲
折
を
へ
て
、
今
治
地
方
に
鉄
道
が
誕
生
す
る
の
は

大
正
時
代
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
国
鉄
に
よ
る
も
の
で
、

開
業
年
は
伊
予
桜
井
駅
／
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
二

月
二
十
一
日
、
伊
予
富
田
駅
と
今
治
駅
／
同
十
三
年
二
月

十
一
日
、
波は

止し

浜は
ま

駅
と
伊
予
大
井
駅
／
同
十
三
年
十
二
月
一

日
、
伊
予
亀
岡
駅
と
菊
間
駅
／
同
十
四
年
六
月
二
十
一
日
と

つ
づ
き
、
敷
設
が
伊
予
西
条
か
ら
松
山
方
面
へ
徐
々
に
西
進

し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
松
山
駅
の
開
業
は
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
三
日
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
全
国
の

県
庁
所
在
地
で
も
っ
と
も
遅
い
国
鉄
駅
の
開
業
で
し
た
。
　

今
治
歴
史
散
歩

●
駅
開
業
と
ま
ち
づ
く
り

　
今
治
市
は
大
正
十
三
年
二
月
の
駅
開
業
に
合
わ
せ
て
、
駅

と
港
を
結
ぶ
街
路
・
広
小
路
を
整
備
し
ま
す
（
全
線
開
通
は

昭
和
四
年
三
月
末
頃
）。
当
時
、
今
治
港
は
国
の
重
要
港
湾
・

開
港
場
の
指
定
を
受
け
、
そ
れ
に
見
合
う
築
港
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
（
昭
和
九
年
三
月
末
完
成
）。
開
業
に
あ

た
り
、
片
野
淑
人
市
長
は
「
今
日
鉄
道
開
通
の
喜
び
を
市
民

覚か
く

醒せ
い

の
機
会
と
し
て
将
来
の
大
発
展
を
希
望
す
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
（
海
南
新
聞
）。
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の

空
襲
で
市
街
地
の
多
く
が
焼
失
す
る
と
、
開
業
当
初
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
駅
と
港
を
結
ぶ
臨
港
線
の
整
備
を
復
興

都
市
計
画
の
中
で
進
め
ま
す
。
未
完
成
に
終
わ
り
ま
す
が
、

厩お
ん
ま
や屋
公
園
〜
瀬
戸
内
運
輸
今
治
営
業
所
〜
有あ
ろ
う
づ津
屋や

公
園
〜

今
治
港
東
防
波
堤
へ
至
る
カ
ー
ブ
路
は
、
そ
の
敷
設
予
定
地

で
し
た
。

　
菊
間
駅
は
港
湾
に
近
い
こ
と
で
、
開
業
時
に
は
貯ち

ょ

炭た
ん

場ば

が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
蒸
気
機
関
車
の
燃
料
と
な
る

石
炭
貯
蔵
場
で
、
遍

へ
ん
じ
ょ
う
い
ん

照
院
の
境
内
裏
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

貯
炭
能
力
は
三
〇
〇
〇
㌧
あ
り
、
毎
月
、
松
山
機
関
区
へ

一
〇
〇
〇
〜
一
五
〇
〇
㌧
、
西
条
機
関
区
へ
八
〇
〇
㌧
を
配

給
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
菊
間
港
は
石
炭
船
の
入
港

が
増
え
、
瓦
船
の
中
に
は
こ
れ
に
転
業
す
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
駅
開
業
を
機
に
、
同
港
の
築
港
整
備
が
図
ら
れ
、
貨

車
に
よ
る
東
京
な
ど
遠
方
へ
の
瓦
輸
送
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

●
駅
名
改
称
と
昭
和
の
新
設
・
仮
設
駅

　
伊
予
大
井
駅
は
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
三
月

三
十
一
日
の
大
西
町
の
町
制
施
行
に
と
も
な
い
（
大
井
村
・

小
西
村
の
合
併
）、
同
三
十
四
年
十
月
一
日
に
大
西
駅
へ
改

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
十
六
回
は
、

今
治
地
方
の
地
域
発
展
の
礎
と
も
な
っ
た
鉄

道
の
歴
史
を
紹
介
し
、
そ
の
鉄
道
敷ふ

設せ
つ

に
ま

つ
わ
る
秘
話
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

第
十
六
回
　
今
治
鉄
道
物
語

〈今治歴史散歩〉

蒼社川橋
きょりょう

梁と蒸気機関車（開通記念絵葉書より）
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称
。
波な
み
か
た方
駅
は
、
波な

方が
た

村
か
ら
波な
み
か
た方
町
へ
の
町
制
施
行
に
合

わ
せ
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
一
日
に
開
業
し
ま
す
。
こ
れ
は

気
動
車
用
旅
客
駅
で
、
す
で
に
当
時
の
予
讃
本
線
（
現
、
Ｊ

Ｒ
予
讃
線
）
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
運
行
を
始
め
、
こ

れ
に
対
応
し
た
新
た
な
駅
が
次
々
と
誕
生
し
ま
す
。「
鉄
道

地
図
検
索
」
に
よ
る
と
、
同
三
十
六
〜
四
十
一
年
の
海
水
浴

時
季
に
限
っ
て
、
大
西
・
波
方
間
に
九く

王お
う

駅
（
地
蔵
堂
付
近
）

が
仮
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

●
カ
ー
ブ
駅
の
波
止
浜
駅

　
現
在
、
し
ま
な
み
海
道
の
最
寄
り
駅
と
な
る
の
が
波
止

浜
駅
で
す
。
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
以
降
、
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
停
車
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
が
（
同

十
一
・
二
十
一
年
に
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
運
行
）、
ホ
ー
ム
が

カ
ー
ブ
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
で
も
あ
り
ま
す
。
大
正
十
三
年

十
二
月
の
開
業
当
時
、
波
止
浜
町
は
全
国
有
数
の
塩
田
産
地

で
知
ら
れ
、
財
政
的
に
も
裕
福
で
し
た
。
県
下
有
数
の
多
額

納
税
者
で
あ
っ
た
八
木
亀
三
郎
や
矢
野
通
保
、
駅
開
業
を
機

に
波
止
浜
公
園
と
小お

島し
ま

公
園
の
整
備
を
進
め
た
原
眞
十
郎
町

長
ら
が
、
波
止
浜
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
彼
ら
の
要
望

で
塩
田
へ
の
敷
設
は
見
送
ら
れ
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た
高た
か

部べ

地
区
に
カ
ー
ブ
駅
が
誕
生
し
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
松
山
ま
で
の
工
期
短
縮
や
工
費
節
約
を
考
え
た
場

合
、
今
治
・
大
井
間
は
乃の

万ま

村
を
経
由
す
る
最
短
・
平
坦
コ
ー

ス
を
選
ぶ
の
が
敷
設
の
定
石
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
が
波
止
浜

を
経
由
す
る
迂う

回か
い

路ろ

と
な
っ
た
背
景
に
は
、
八
木
亀
三
郎
ら

波
止
浜
財
界
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
大
正

初
期
に
再
び
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
敷
設
運
動
で
、
彼
ら
の

貢
献
度
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。
こ
れ
を
知
ら
ず
に
乃
万

村
の
敷
設
候
補
地
を
事
前
に
買
い
占
め
、
大
損
を
す
る
人
も

い
た
よ
う
で
、
鉄
道
敷
設
に
は
人
々
の
地
域
発
展
へ
の
期
待

と
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

〈今治歴史散歩〉

国鉄今治駅舎と広小路（絵葉書より／昭和初年）

カーブ駅のＪＲ波止浜駅（今治市高部）

かつて貯炭場があったＪＲ菊間駅（今治市菊間町浜）


